
ラクティ ケアカレッジ 研修に関する公表情報 

1 法人情報 

1.1 法人格・法人名称・住所 

 有限会社あい （群馬県邑楽郡大泉町日の出 1-10） 

1.2 代表者名 

 三友 愛（みとも あい） 

1.3 研修事業担当取締役名 

 三友 義信（みとも よしのぶ） 

 

2 事業所名称 

2.1 事業所名称・住所 

 ラクティ ケアカレッジ 

2.2 理念 

 すべての人の いきいきとした くらしのために 

2.3 学則 

 別紙ア参照 

2.4 研修施設、設備 

 別紙イ参照 

 

3 研修事業情報 

3.1 研修概要 

3.1.1 対象 

受講対象者は介護に従事することを希望する者であり、１６歳以上の演習を含む全ての課程を自分

ひとりの力で受講・遂行することが可能な者とする。 

3.1.2 定員 

 １０名 

3.1.3 指導者数 

 ９名 

3.1.4 受講までの流れ 

（1） 募集方法 ホームページ、ポスター、配布チラシ等により行う。 

（2） 受講申込みは、申込書を持参又は郵送により受付をする。 

（3） 受講者は、受講申込受付時または初回の講義時に、下記の公的証明書の原本の提示を行なわな

ければならない。 

（公的証明書） 

（ア）戸籍謄本、戸籍抄本若しくは住民票 

（イ）住民基本台帳カード 

（ウ）在留カード等 

（エ）健康保険証 

（オ）運転免許証 

（カ）パスポート 

（キ）年金手帳 

（ク）国家資格を有する者については、免許証または登録証 
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3.1.5 費用 

受講料    64,300 円  テキスト代   5,500 円 

計 69,800 円（消費税込み。交通費・昼食等は各自負担とする。） 

※キャンペーン等により割引価格を適用する場合がある 

※当社へ入社後一定の条件を満たした場合はキャッシュバックを適用する場合がある 

※欠席による補講を受講した場合は、別途補講料（１時間につき税込 3,300 円） 

 

3.1.6 その他 

 申込手続き等不明点は直接お問合せください。 

 

3.2 過程責任者 

取締役 三友義信 （介護福祉士） 

 

3.3 研修カリキュラム 

3.3.1 シラバス 

別紙ウ参照 

 

3.3.2 科目別担当教官名 

別紙エ参照 

 

3.3.3 科目別特徴 

別紙オ参照 

 

3.3.4 科目別通信・事前・事後学習とする内容及び時間 

別紙オ参照 

 

3.3.5 通信課程の教材・指導体制方法・課題 

（1） 学習方法 

通信学習はテキストに沿って個別で学習を行ない、「論述式問題」等によるレポートを実施す

る。解答後、合格の者には、解答・解説を配布し、本人による復習を実施する。提出課題及

び各提出期限は別紙のとおり。提出期限厳守のこと。 

（2） 評価方法 

各レポートは理解度 7 割以上を合格とする。7 割未満の場合は再提出とし、合格するまで再

提出とする。 

（3） 個別学習への対応方法 

必要に応じて、講師による指導及び補習等は適宜対応する。 

 

3.3.6 研修修了の認定方法 

修了認定は、受講すべき科目をすべて履修後、修了評価筆記試験を実施し、本会の定める修了評価を

行い適切と認めた者とする（修了評価筆記試験評価基準は正答率 7 割以上を修了とする）。なお、修

了評価筆記試験の評価基準に満たない場合、再試験を実施し、再度修了評価を行う。 
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3.4 実習施設・実習内容 

【訪問介護】ケアステーション ラクティ日の出（大泉町日の出 1-10） 

実習担当者：彼島恵理、谷井晴美、村山美奈子、橋本綾子 

実習受入人数：１日につき４名、１コースにつき１０名 

実習内容：訪問介護の意義・役割について説明、同行する利用者様の概要・注意点伝達、

同行指導、振り返り指導 

 

【通所介護】デイフィット ラクティ（大泉町日の出 1-10） 

実習担当者：山路由美恵 

実習受入人数：１日につき４名、１コースにつき１０名 

実習内容：通所介護の意義・役割について説明、利用者様の概要・注意点伝達、トレー

ニング見学、コミュニケーション、振り返り指導 

 

4 講師情報 

⚫ 三友愛 介護福祉士 現職 通所介護管理者兼生活相談員 

⚫ 松木圭子 准看護師 現職 通所介護看護師兼機能訓練指導員 

⚫ 彼島恵理 介護福祉士 現職 訪問介護管理者兼サービス提供責任者 

⚫ 谷井晴美 介護福祉士 現職 訪問介護サービス提供責任者 

⚫ 村山美奈子 介護福祉士 現職 訪問介護サービス提供責任者 

⚫ 橋本綾子 介護福祉士・社会福祉士 現職 訪問介護サービス提供責任者 

⚫ 寒河江美樹 介護福祉士 現職 福祉用具管理者兼福祉用具専門相談員 

⚫ 三友義信 介護福祉士 現職 通所介護介護職 

 

5 実績情報 

２０２２年度初回開催のためそれ以前は実施無し 

 

6 連絡先等 

6.1 申込・資料請求先 

有限会社あい ラクティ ケアカレッジ 

〒370-0525 

群馬県邑楽郡大泉町日の出 1-10 

TEL:0276-55-4203 

 

6.2 苦情対応者名 

有限会社あい ラクティ ケアカレッジ 三友義信 

以上 

２０２２年（令和４年）6 月１日 
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【別紙ア】 

令和 ４年度 有限会社あい 介護職員初任者研修 学則 

第１条 事業者の名称及び所在地 

名 称：有限会社あい ラクティ ケアカレッジ 

所在地：群馬県邑楽郡大泉町日の出 1-10 

連絡先：０２７６－５５－４２０３ 

 

第２条 事業の目的 

高齢者の増大かつ多様化するニーズに対応した適切な介護サービスを提供するため、必要な知識と技

術を有する介護員の養成を行い、広く福祉社会に貢献することを目的とする。 

 

第３条 研修事業の名称及び実施課程及び形式 

名称：介護職員初任者研修事業 

実施課程：介護職員初任者研修課程 

形式：通信形式 

 

第４条 年度事業計画 

別紙のとおり 

 

第５条 受講対象者 

受講対象者は介護に従事することを希望する者であり、１６歳以上の演習を含む全ての課程を自分ひ

とりの力で受講・遂行することが可能な者とする。 

 

第６条 研修参加費用 

受講料    64,300 円 

テキスト代   5,500 円 

計 69,800 円（消費税込み。交通費・昼食等は各自負担とする。） 

※キャンペーン等により割引価格を適用する場合がある 

※当社へ入社後一定の条件を満たした場合はキャッシュバックを適用する場合がある 

※欠席による補講を受講した場合は、別途補講料（１時間につき税込 3,300 円） 

 

第７条 使用教材 

テキスト：介護職員初任者研修テキスト 全 2 巻 中央法規出版 

 

第８条 研修カリキュラム 

様式第 2-1 号のとおり 

 

第９条 研修実施会場 

様式第１－４号および第１－６号のとおり 
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第１０条 科目ごとの担当講師名一覧 

様式第 2-1 号 のとおり 

 

第１１条 募集方法、募集手続き及び本人確認の方法 

（1） 募集方法 ホームページ、ポスター、配布チラシ等により行う。 

（2） 受講申込みは、申込書を持参又は郵送により受付をする。 

（3） 受講者は、受講申込受付時または初回の講義時に、下記の公的証明書の原本の提示を行なわ

なければならない。 

 

公的証明書 

（ア）戸籍謄本、戸籍抄本若しくは住民票 

（イ）住民基本台帳カード 

（ウ）在留カード等 

（エ）健康保険証 

（オ）運転免許証 

（カ）パスポート 

（キ）年金手帳 

（ク）国家資格を有する者については、免許証または登録証 

 

第１２条 科目の免除 

特別養護老人ホーム等の介護職員等として、開講日時点で 3 カ月以上あり、かつ十字日数が 45 日以上

あるものが研修を受講する場合は、群馬県介護員養成研修実施要項別紙２に基づき、実習部分を免除

することができる。但し、免除要件確認は、「実務経験証明書」の提出を行うこと。 

 

第１３条 通信形式の実施方法 

（1） 学習方法 

通信学習はテキストに沿って個別で学習を行ない、「論述式問題」等によるレポートを実施する。解答

後、合格の者には、解答・解説を配布し、本人による復習を実施する。提出課題及び各提出期限は別

紙のとおり。提出期限厳守のこと。 

 

（2） 評価方法 

各レポートは理解度 7 割以上を合格とする。7 割未満の場合は再提出とし、合格するまで再提出とす

る。 

 

（3） 個別学習への対応方法 

必要に応じて、講師による指導及び補習等は適宜対応する。 

 

第１４条 研修修了の認定方法 

修了認定は、受講すべき科目をすべて履修後、修了評価筆記試験を実施し、本会の定める修了評価を

行い適切と認めた者とする（修了評価筆記試験評価基準は正答率 7 割以上を修了とす 

る）。なお、修了評価筆記試験の評価基準に満たない場合、再試験を実施し、再度修了評価を行う。 



ラクティ ケアカレッジ 研修に関する公表情報 

第１５条 研修出席者の取扱い 

毎回講義時、指定された出席簿に自筆にてサインを行うこと。 

 

第１６条 欠席・遅刻・補講の取扱い 

原則として欠席・遅刻は認めない。ただし、やむを得ない場合に限り、補講を認める。この場合は、

研修開始から 8 か月以内までに設けられた補講日に受講することにより修了を可とする。 

補講に係る費用は、1 時間につき 3,300 円（税込）とする。 

 

第１７条 受講の取消 

次の各号に 1 つでも該当する受講者は、受講を取り消すことがある。 

なお、受講を取り消した場合であっても、当該受講者へは受講料等の返還は行われない。 

（1） 学習意欲が著しく欠け、修了の見込みがないと認められる者 

（2） 研修の秩序を乱したり、その他受講生としての本分に反したりする者 

（3） 理由無く無断欠席が 2 回以上の者 

（4） 履修期間を経過した者 

（原則８か月以内。ただし、病気等やむを得ない理由による場合は１年６か月以内） 

 

第１８条 非常災害時について 

台風等非常災害その他急迫の事情があるときは、授業を休講とする。休講となった授業については補

講で補うこととする。 

 

第１９条 修了証明書の交付 

第１４条で適切と認めた方は、当社において規定する修了証明書及び修了証明書（携帯用）を交付す

る。 

 

第２０条 修了者の管理 

（1） 修了者は修了者名簿に記載し、群馬県指定の様式に基づき知事に報告する。 

（2） 修了証明書等に紛失等があった場合には、修了者の申し出により有料にて再発行を行なう。      

（発行手数料 A４サイズ・携帯用ともに 1 枚 1,000 円（税込）） 

（3） 修了者名簿を永年保存とし、記載された内容は個人情報保護規定に基づき厳正に管理する。 

 

第２１条 個人情報管理 

（1） 当該研修における個人情報について厳正に管理を行う。 

（2） 当事業者は事業実施や本人確認書類などにより知りえた受講生などの個人情報をみだりに他  

人に知らせ、又は不当な目的に使用しない。 

（3） 受講者については、講義・実習先などで知りえた個人情報をみだりに他人に知らせ、または

不当な目的に使用することがないよう受講者から誓約書の提出を求める。  

第２２条 情報開示するホームページアドレス 

http://ai-kaden.jp  
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第２３条 研修事業執行担当部署 

研修受講に関する連絡先、担当者は次のとおりとする。 

有限会社あい 養成事業部   

担当者：三友義信 

所在地：〒370-0525 群馬県邑楽郡大泉町日の出 1-10 

連絡先：（0276）55－4203  FAX （0276）55－4205 

 

第２４条 その他研修実施に係る留意事項 

（１）研修に関して苦情及び事故が生じた場合には迅速に対応する。  

（３）この学則に定めるもののほか、必要な事項については当社が定める。 

 

第２５条 附則 

この学則は、令和 ４年 ８ 月 １ 日から施行する。 
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【別紙イ】 

研修会場 
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【別紙ウ】 

シラバス・科目別特徴 
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ケ
ア
を
行
う
こ
と
の
違
い
，
自
立
と
い
う
概
念
に
対
す
る
気
づ
き
を
促
す
。

○
具
体
的
な
事
例
を
複
数
示
し
，
利
用
者
の
残
存
機
能
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
自
立
支
援
や
重
度
化
の
防
止
・
遅
延
化
に
資
す
る
ケ
ア
へ
の
理
解
を
促
す
。

○
利
用
者
の
尊
厳
を
著
し
く
傷
つ
け
る
言
動
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
，
尊
厳
と
い
う
概
念
に
対
す
る
気
づ
き
を
促
す
。

○
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
へ
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
い
，
高
齢
者
虐
待
に
対
す
る
理
解
を
促
す
。

授
業
項
目

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

科
目
名

介
護
に
お
け
る
尊
厳
の
保
持
・
自
立
支
援

介
護
職
の
仕
事
内
容
や

働
く
現
場
の
理
解

・
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
利
用
者
像
な
ど
を
通
じ
て
，
介
護
職
の
仕
事
内
容
や
働
く
現
場
を
理
解
す
る
。

・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
，
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
い
た
る
ま
で
の
流
れ
を
理
解
す
る
。

・
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
と
，
具
体
的
な
連
携
方
法
を
理
解
す
る
。

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
理
解

・
介
護
保
険
に
よ
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
，
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
場
の
特
性
を
理
解
す
る
。

・
介
護
保
険
に
よ
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
，
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
場
の
特
性
を
理
解
す
る
。

・
介
護
保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
，
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
意
義
や
目
的
を
理
解
す
る
。

授
業
項
目

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

科
目
名

職
務
の
理
解

到
達
目
標

○
研
修
に
先
立
ち
，
こ
れ
か
ら
の
介
護
が
目
指
す
べ
き
，
そ
の
人
の
生
活
を
支
え
る
「
在
宅
に
お
け
る
ケ
ア
」
等
の
実
践
に
つ
い
て
，
介
護
職
が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
，
ど
の
よ
う
な
形
で
，
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
行
う
の
か
，
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
と
実
感
し
，
以
降
の
研
修
に
実
践
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
。

指
導
の
視
点

○
研
修
過
程
全
体
（
1
3
0
時
間
）
の
構
成
と
各
研
修
科
目
（
1
0
科
目
）
の
相
互
の
関
連
性
の
全
体
像
を
あ
ら
か
じ
め
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
し
，
学
習
内
容
を
体
系
的
に
整
理
し
て
知
識
を
効
率
・
効
果
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
な

素
地
の
形
成
を
促
す
。

○
視
聴
覚
教
材
等
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
て
見
学
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
，
介
護
職
が
働
く
現
場
や
仕
事
の
内
容
を
，
出
来
る
か
ぎ
り
具
体
的
に
理
解
さ
せ
る
。
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目
標
・
講
義
内
容
・
学
習
課
題
の
概
要
等

・
介
護
環
境
の
特
徴

・
介
護
の
専
門
性

・
介
護
に
か
か
わ
る
職
種

・
専
門
職
の
倫
理
の
意
義

・
介
護
福
祉
士
の
倫
理

・
介
護
に
お
け
る
安
全
の
確
保

・
事
故
予
防
，
安
全
対
策

・
感
染
対
策

・
介
護
職
の
心
身
の
健
康
管
理

・
感
染
予
防

目
標
・
講
義
内
容
・
学
習
課
題
の
概
要
等

障
害
者
福
祉
制
度
お
よ
び

そ
の
他
の
制
度

・
障
害
者
福
祉
制
度
に
お
け
る
障
害
の
概
念
に
つ
い
て
，
そ
の
歩
み
を
ふ
ま
え
て
学
ぶ
。

・
障
害
者
福
祉
制
度
の
基
本
的
な
し
く
み
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
障
害
者
福
祉
制
度
の
概
念

・
障
害
者
福
祉
制
度
の
し
く
み
の
基
礎
的
理
解

・
個
人
の
人
権
を
守
る
制
度
の
概
要

医
療
と
の
連
携
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

・
介
護
職
と
医
療
行
為
の
実
情
と
経
過
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
在
宅
お
よ
び
施
設
に
お
け
る
介
護
職
と
看
護
職
の
役
割
・
連
携
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
と
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
医
療
行
為
と
介
護

・
訪
問
看
護

・
施
設
に
お
け
る
看
護
と
介
護
の
役
割
・
連
携

介
護
保
険
制
度

・
介
護
保
険
制
度
が
創
設
さ
れ
た
背
景
を
理
解
し
た
う
え
で
，
制
度
の
目
的
と
動
向
に
つ
い
て
学
ぶ
。

・
介
護
保
険
制
度
の
基
本
的
な
し
く
み
を
理
解
す
る
。

・
介
護
保
険
制
度
に
か
か
わ
る
組
織
と
そ
の
役
割
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
制
度
の
財
政
に
つ
い
て
学
ぶ
。

・
介
護
保
険
制
度
創
設
の
背
景
お
よ
び
目
的
，
動
向

・
介
護
保
険
制
度
の
し
く
み
の
基
礎
的
理
解

・
制
度
を
支
え
る
財
源
，
組
織
・
団
体
の
機
能
と
役
割

到
達
目
標

○
介
護
保
険
制
度
や
障
害
者
自
立
支
援
制
度
を
担
う
一
員
と
し
て
最
低
限
知
っ
て
お
く
べ
き
制
度
の
目
的
，
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
流
れ
，
各
専
門
職
の
役
割
・
責
務
に
つ
い
て
，
そ
の
概
要
の
ポ
イ
ン
ト
を
習
得
す
る
。

指
導
の
視
点

○
介
護
保
険
制
度
・
障
害
者
自
立
支
援
制
度
を
担
う
一
員
と
し
て
，
介
護
保
険
制
度
の
理
念
に
対
す
る
理
解
を
徹
底
す
る
。

○
利
用
者
の
生
活
を
中
心
に
考
え
る
と
い
う
視
点
を
共
有
し
，
そ
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
介
護
保
険
制
度
，
障
害
者
自
立
支
援
制
度
，
そ
の
他
の
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
の
位
置
づ
け
や
，
代
表
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
理
解
を
促
す
。

授
業
項
目

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

科
目
名

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
理
解
と
医
療
と
の
連
携

介
護
職
の
安
全

・
介
護
の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
，
介
護
職
自
身
の
健
康
管
理
の
必
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
。

・
介
護
職
に
起
こ
り
や
す
い
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
病
気
や
障
害
に
つ
い
て
学
ぶ
。

・
介
護
職
自
身
の
健
康
管
理
の
方
法
（
病
気
や
障
害
の
予
防
と
対
策
）
に
つ
い
て
学
ぶ
。

介
護
に
お
け
る
安
全
の
確
保
と

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
利
用
者
の
生
活
を
守
る
技
術
と
し
て
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
学
ぶ
。

・
利
用
者
を
取
り
巻
く
介
護
チ
ー
ム
で
安
全
な
生
活
を
守
る
し
く
み
に
つ
い
て
学
ぶ
。

介
護
職
の
職
業
倫
理

・
介
護
職
が
も
つ
べ
き
職
業
倫
理
を
学
ぶ
。

・
日
本
介
護
福
祉
士
会
倫
理
綱
領
を
参
考
に
介
護
職
に
か
か
わ
る
倫
理
綱
領
を
理
解
す
る
。

介
護
職
の
役
割
，

専
門
性
と
多
職
種
と
の
連
携

・
介
護
環
境
の
特
徴
（
施
設
と
在
宅
と
の
違
い
，
地
域
包
括
ケ
ア
の
方
向
性
な
ど
）
を
学
ぶ
。

・
介
護
の
専
門
性
に
つ
い
て
考
え
，
専
門
職
に
求
め
ら
れ
る
も
の
が
何
か
を
学
ぶ
。

・
多
職
種
連
携
の
目
的
を
学
び
，
利
用
者
を
支
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

到
達
目
標

○
介
護
職
に
求
め
ら
れ
る
専
門
性
と
職
業
倫
理
の
必
要
性
に
気
づ
き
，
職
務
に
お
け
る
リ
ス
ク
と
そ
の
対
応
策
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
理
解
す
る
。

○
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
個
別
性
を
理
解
し
，
そ
の
人
の
生
活
を
支
え
る
と
い
う
視
点
か
ら
支
援
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

指
導
の
視
点

○
可
能
な
限
り
具
体
例
を
示
す
等
の
工
夫
を
行
い
，
介
護
職
に
求
め
ら
れ
る
専
門
性
に
対
す
る
理
解
を
促
す
。

○
介
護
に
お
け
る
リ
ス
ク
に
気
づ
き
，
緊
急
対
応
の
重
要
性
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
に
一
人
で
対
応
し
よ
う
と
せ
ず
，
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
や
医
療
職
と
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
実
感
で
き
る

よ
う
促
す
。

授
業
項
目

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

科
目
名

介
護
の
基
本
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高
齢
者
と
健
康

・
高
齢
者
の
多
く
に
み
ら
れ
る
症
状
や
訴
え
が
ど
の
よ
う
な
疾
病
か
ら
起
こ
る
か
な
ど
，
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
高
齢
者
に
多
い
病
気
の
原
因
や
特
徴
，
そ
の
病
気
を
か
か
え
る
高
齢
者
の
生
活
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

老
年
期
の
発
達
と

老
化
に
と
も
な
う
心
身
の
変
化
の
特

徴

・
老
年
期
や
高
齢
者
の
定
義
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
老
化
が
影
響
を
及
ぼ
す
心
理
や
行
動
に
は
個
人
差
が
大
き
い
こ
と
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
老
化
と
と
も
に
社
会
的
環
境
が
心
理
や
行
動
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
多
く
の
側
面
に
わ
た
る
身
体
的
老
化
現
象
と
日
常
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
老
年
期
の
定
義

・
老
年
期
の
発
達
と
老
化
に
と
も
な
う
心
身
の
変
化
の
特
徴

・
老
化
に
伴
う
心
身
の
機
能
の
変
化
と
日
常
生
活
へ
の
影
響

・
高
齢
者
の
症
状
・
疾
患
の
特
徴

・
高
齢
者
の
疾
病
と
日
常
生
活
上
の
留
意
点

・
高
齢
者
に
多
い
病
気
と
日
常
生
活
上
の
留
意
点

到
達
目
標

○
加
齢
・
老
化
に
伴
う
心
身
の
変
化
や
疾
病
に
つ
い
て
，
生
理
的
な
側
面
か
ら
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
き
，
自
ら
が
継
続
的
に
学
習
す
べ
き
事
項
を
理
解
す
る
。

指
導
の
視
点

○
高
齢
者
に
多
い
心
身
の
変
化
，
疾
病
の
症
状
等
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
，
そ
の
対
応
に
お
け
る
留
意
点
を
説
明
し
，
介
護
に
お
い
て
生
理
的
側
面
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
必
要
性
へ
の
気
づ
き
を
促
す
。

授
業
項
目

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

目
標
・
講
義
内
容
・
学
習
課
題
の
概
要
等

科
目
名

老
化
の
理
解

介
護
に
お
け
る

チ
ー
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
介
護
に
お
け
る
記
録
の
意
義
と
目
的
を
理
解
し
，
書
き
方
の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。

・
チ
ー
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
意
義
と
目
的
を
理
解
し
，
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
。

・
会
議
の
意
義
と
目
的
を
理
解
し
，
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
学
ぶ
。

介
護
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
対
人
援
助
関
係
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
と
目
的
を
理
解
す
る
。

・
介
護
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
と
技
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
事
例
を
通
し
て
，
利
用
者
の
状
況
・
状
態
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
を
理
解
す
る
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
，
目
的
，
役
割

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法

・
利
用
者
・
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際

・
利
用
者
の
状
況
・
状
態
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
実

際

・
記
録
に
お
け
る
情
報
の
共
有
化

・
報
告
・
連
絡
・
相
談

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
な
が
す
環
境

到
達
目
標

○
高
齢
者
や
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
一
人
ひ
と
り
異
な
る
こ
と
と
，
そ
の
違
い
を
認
識
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
専
門
職
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
，
初
任
者
と
し
て
最
低
限
の
と
る

べ
き
（
と
る
べ
き
で
な
い
）
行
動
例
を
理
解
す
る
。

指
導
の
視
点

○
利
用
者
の
心
理
や
利
用
者
と
の
人
間
関
係
を
著
し
く
傷
つ
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
，
相
手
の
心
身
機
能
に
合
わ
せ
た
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
へ
の
気
づ
き
を
促
す
。

○
チ
ー
ム
ケ
ア
に
お
け
る
専
門
職
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
，
重
要
性
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
記
録
等
を
作
成
す
る
介
護
職
一
人
ひ
と
り
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
こ
と
へ
の
気
づ
き
を
促
す
。

授
業
項
目

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

目
標
・
講
義
内
容
・
学
習
課
題
の
概
要
等

科
目
名

介
護
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
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目
標
・
講
義
内
容
・
学
習
課
題
の
概
要
等

・
認
知
症
の
ケ
ア
の
理
念

・
認
知
症
ケ
ア
の
視
点

・
認
知
症
の
概
念

・
認
知
症
の
原
因
疾
患
と
そ
の
病
態

・
原
因
疾
患
別
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

・
健
康
管
理

・
認
知
症
の
人
の
生
活
障
害
，
心
理
・
行
動
の
特
徴

・
認
知
症
の
人
へ
の
対
応

・
家
族
へ
の
支
援

・
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族
へ
の
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア

・
身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
・
発
達
障
害
・
難
病

・
障
害
の
概
念
と
Ｉ
Ｃ
Ｆ

・
障
害
者
福
祉
の
基
本
理
念

目
標
・
講
義
内
容
・
学
習
課
題
の
概
要
等

家
族
の
心
理
，

か
か
わ
り
支
援
の
理
解

・
家
族
支
援
は
，
家
族
介
護
の
肩
代
わ
り
支
援
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
学
ぶ
。

・
日
本
に
求
め
ら
れ
る
レ
ス
パ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
課
題
を
学
ぶ
。

・
家
族
の
理
解
と
障
害
の
受
容
支
援

・
介
護
負
担
の
軽
減

障
害
の
医
学
的
側
面
，

生
活
障
害
な
ど
の
基
礎
知
識

・
障
害
の
原
因
と
な
る
お
も
な
疾
患
を
理
解
す
る
。

・
障
害
に
と
も
な
う
心
理
的
影
響
，
障
害
の
受
容
を
理
解
す
る
。

・
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
を
理
解
し
，
介
護
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
学
ぶ
。

障
害
の
基
礎
的
理
解

・
「
障
害
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
」
と
い
う
考
え
方
を
学
ぶ
。

・
国
際
生
活
機
能
分
類
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
）
に
も
と
づ
き
な
が
ら
，
「
障
害
」
の
概
念
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
障
害
者
福
祉
の
基
本
理
念
（
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
，
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
，
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

到
達
目
標

○
障
害
の
概
念
と
Ｉ
Ｃ
Ｆ
，
障
害
者
福
祉
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
し
，
介
護
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

指
導
の
視
点

○
介
護
に
お
い
て
障
害
の
概
念
と
Ｉ
Ｃ
Ｆ
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
の
理
解
を
促
す
。

○
高
齢
者
の
介
護
と
の
違
い
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
，
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
特
性
と
介
護
上
の
留
意
点
に
対
す
る
理
解
を
促
す
。

授
業
項
目

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

科
目
名

障
害
の
理
解

家
族
へ
の
支
援

・
家
族
介
護
者
の
介
護
の
大
変
さ
に
つ
い
て
理
解
し
，
レ
ス
パ
イ
ト
の
重
要
性
を
学
ぶ
。

・
家
族
と
は
助
け
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
く
，
と
も
に
認
知
症
の
人
を
支
え
て
い
く
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
。

認
知
症
に
と
も
な
う
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
変
化
と
日
常
生
活

・
認
知
症
の
症
状
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
ど
の
よ
う
な
ケ
ア
が
必
要
か
を
学
ぶ
。

・
認
知
症
の
人
の
行
動
と
環
境
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
病
気
の
症
状
が
あ
っ
て
も
，
そ
の
人
の
尊
厳
を
守
る
視
点
を
も
つ
こ
と
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

医
学
的
側
面
か
ら
み
た

認
知
症
の
基
礎
と
健
康
管
理

・
老
化
の
し
く
み
と
脳
の
変
化
を
学
び
，
認
知
症
の
原
因
を
理
解
す
る
。

・
認
知
症
に
類
似
し
た
症
状
を
も
つ
疾
病
に
つ
い
て
学
ぶ
。

・
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
，
血
管
性
認
知
症
を
は
じ
め
と
し
た
認
知
症
の
お
も
な
原
因
疾
患
の
病
態
，
症
状
に
つ
い
て
学
ぶ
。

認
知
症
を
取
り
巻
く
環
境

・
「
認
知
症
を
中
心
と
し
た
ケ
ア
」
か
ら
，
「
そ
の
人
を
中
心
と
し
た
ケ
ア
」
に
転
換
す
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
す
る
。

・
問
題
視
す
る
の
で
は
な
く
，
人
と
し
て
接
す
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

・
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
く
，
で
き
る
こ
と
を
み
て
支
援
す
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

到
達
目
標

○
介
護
に
お
い
て
認
知
症
を
理
解
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
気
づ
き
，
認
知
症
の
利
用
者
を
介
護
す
る
と
き
の
判
断
の
基
準
と
な
る
原
則
を
理
解
す
る
。

指
導
の
視
点

○
認
知
症
の
利
用
者
の
心
理
・
行
動
の
実
際
を
示
す
等
に
よ
り
，
認
知
症
の
利
用
者
の
心
理
・
行
動
を
実
感
で
き
る
よ
う
工
夫
し
，
介
護
に
お
い
て
認
知
症
を
理
解
す
る
こ
と
の
必
要
性
へ
の
気
づ
き
を
促
す
。

○
複
数
の
具
体
的
な
ケ
ー
ス
を
示
し
，
認
知
症
の
利
用
者
の
介
護
に
お
け
る
原
則
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
す
。

授
業
項
目

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

科
目
名

認
知
症
の
理
解
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目
標
・
講
義
内
容
・
学
習
課
題
の
概
要
等

快
適
な
居
住
環
境
整
備
と
介
護

・
安
心
し
て
快
適
に
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
環
境
の
整
備
と
は
何
か
に
つ
い
て
学
ぶ
。

・
住
ま
い
に
お
け
る
安
心
・
快
適
な
室
内
環
境
の
確
保
の
仕
方
に
つ
い
て
学
ぶ
。

・
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
が
生
活
す
る
な
か
で
，
住
宅
改
修
や
福
祉
用
具
を
利
用
す
る
意
味
や
視
点
を
学
ぶ
。

・
快
適
な
居
住
環
境
に
関
す
る
基
礎
知
識

・
高
齢
者
・
障
害
者
特
有
の
居
住
環
境
整
備
と
福
祉
用
具
の
活
用

【
自
立
に
向
け
た
介
護
の
展
開
】

生
活
と
家
事

・
生
活
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
家
事
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
。

・
家
事
援
助
（
調
理
，
洗
濯
，
掃
除
な
ど
の
援
助
）
は
利
用
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
を
理
解
す
る
。

・
家
事
援
助
と
は
何
か
に
つ
い
て
具
体
的
に
理
解
す
る
。

・
生
活
と
家
事
の
理
解

・
家
事
援
助
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
と
生
活
支
援

介
護
に
関
す
る

か
ら
だ
の
し
く
み
の
基
礎
知
識

・
生
命
の
維
持
・
恒
常
の
し
く
み
を
理
解
す
る
。

・
骨
や
関
節
な
ど
，
か
ら
だ
の
動
き
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
。

・
神
経
の
種
類
と
，
そ
の
は
た
ら
き
を
理
解
す
る
。

・
眼
や
耳
，
心
臓
を
は
じ
め
と
す
る
か
ら
だ
の
器
官
の
は
た
ら
き
を
理
解
す
る
。

・
生
命
の
維
持
・
恒
常
の
し
く
み

・
人
体
の
各
部
の
名
称
と
動
き
に
関
す
る
基
礎
知
識

・
骨
・
関
節
・
筋
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
の
活
用

・
中
枢
神
経
と
体
性
神
経
に
関
す
る
基
礎
知
識

・
自
律
神
経
と
内
部
器
官
に
関
す
る
基
礎
知
識

介
護
に
関
す
る

こ
こ
ろ
の
し
く
み
の
基
礎
的
理
解

・
学
習
と
記
憶
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
理
解
す
る
。

・
感
情
と
意
欲
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
理
解
す
る
。

・
自
己
概
念
と
生
き
が
い
，
老
化
や
障
害
の
受
容
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
を
理
解
す
る
。

・
学
習
と
記
憶
に
関
す
る
基
礎
知
識

・
感
情
と
意
欲
に
関
す
る
基
礎
知
識

・
自
己
概
念
と
生
き
が
い

・
老
化
や
障
害
を
受
け
入
れ
る
適
応
行
動
と
そ
の
阻
害
要
因

【
介
護
に
関
す
る
基
礎
的
理
解
】

介
護
の
基
本
的
な
考
え
方

・
「
介
護
」
が
理
論
的
に
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
「
介
護
」
が
法
的
に
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
理
論
に
も
と
づ
く
介
護

・
法
的
根
拠
に
も
と
づ
く
介
護

到
達
目
標

○
介
護
技
術
の
根
拠
と
な
る
人
体
の
構
造
や
機
能
に
関
す
る
知
識
を
習
得
し
，
安
全
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
等
を
理
解
し
，
基
礎
的
な
一
部
ま
た
は
全
介
助
等
の
介
護
が
実
施
で
き
る
。

○
尊
厳
を
保
持
し
，
そ
の
人
の
自
立
及
び
自
律
を
尊
重
し
，
持
て
る
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い
な
が
ら
そ
の
人
の
在
宅
・
地
域
等
で
の
生
活
を
支
え
る
介
護
技
術
や
知
識
を
習
得
す
る
。

指
導
の
視
点

○
介
護
実
践
に
必
要
な
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
の
基
礎
的
な
知
識
と
介
護
の
流
れ
を
示
し
な
が
ら
，
視
聴
覚
教
材
や
模
型
を
使
っ
て
理
解
さ
せ
，
具
体
的
な
身
体
の
各
部
の
名
称
や
機
能
等
が
列
挙
で
き
る
よ
う
に
促
す
。

○
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
例
の
紹
介
等
を
活
用
し
，
利
用
者
に
と
っ
て
の
生
活
の
充
足
を
提
供
し
か
つ
不
満
足
を
感
じ
さ
せ
な
い
技
術
が
必
要
と
な
る
こ
と
へ
の
理
解
を
促
す
。

○
例
え
ば
『
食
事
の
介
護
技
術
』
は
「
食
事
と
い
う
生
活
の
支
援
」
と
捉
え
，
そ
の
生
活
を
支
え
る
技
術
の
根
拠
を
身
近
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
促
す
。
さ
ら
に
，
そ
の
利
用
者
が
満
足
す
る
食
事
が
提
供
し
た
い
と
思
う
意
欲
を
引

き
出
す
。
他
の
生
活
場
面
で
も
同
様
と
す
る
。

○
「
死
」
に
向
か
う
生
の
充
実
と
尊
厳
あ
る
死
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
，
身
近
な
素
材
か
ら
の
気
づ
き
を
促
す
。

授
業
項
目

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

科
目
名

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
と
生
活
支
援
技
術
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・
事
例
を
通
じ
て
、
利
用
者
の
心
と
体
の
力
が
発
揮
で
き
な
い
要
因
を
分
析
す
る

・
事
例
を
通
じ
て
、
利
用
者
本
人
に
と
っ
て
適
切
な
支
援
技
術
は
何
か
を
検
討
す
る

・
事
例
を
通
じ
て
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
に
合
わ
せ
た
介
護
を
提
供
す
る
視
点
に
つ
い
て
理
解
す
る

総
合
生
活
支
援
技
術
演
習

・
演
習
を
行
う
に
あ
た
っ
て

・
食
べ
た
く
な
い
と
訴
え
る
施
設
入
所
者
の
援
助

・
出
来
る
だ
け
外
に
出
か
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
利
用
者
の
援
助

・
ト
イ
レ
で
の
排
泄
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
利
用
者
の
援
助

【
生
活
支
援
技
術
演
習
】

介
護
過
程
の
基
礎
的
理
解

・
介
護
家
庭
の
目
的
意
義
展
開

・
介
護
過
程
と
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ

死
に
ゆ
く
人
に
関
し
た

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
と

終
末
期
介
護

・
終
末
期
の
と
ら
え
方
を
学
ぶ
。

・
終
末
期
か
ら
死
ま
で
の
身
体
機
能
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
し
，
状
況
に
合
わ
せ
た
対
応
を
学
ぶ
。

・
死
に
直
面
し
た
と
き
の
人
の
心
理
状
況
に
つ
い
て
理
解
し
，
こ
こ
ろ
の
変
化
の
受
け
止
め
方
を
学
ぶ
。

・
終
末
期
に
関
す
る
基
礎
知
識

・
生
か
ら
死
へ
の
過
程

・
「
死
」
に
向
き
合
う
こ
こ
ろ
の
理
解

・
苦
痛
の
少
な
い
死
へ
の
支
援

・
介
護
過
程
の
目
的
と
意
義
に
つ
い
て
理
解
す
る

・
介
護
過
程
の
展
開
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
理
解
す
る

チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
介
護
職
の
役
割
と
専
門
性
に
つ
い
て
理
解
す
る

睡
眠
に
関
し
た

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
と

自
立
に
向
け
た
介
護

・
睡
眠
の
必
要
性
と
，
睡
眠
に
関
す
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
を
理
解
す
る
。

・
心
地
よ
い
睡
眠
を
支
援
す
る
た
め
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
。

・
心
身
機
能
の
低
下
が
睡
眠
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
睡
眠
に
関
す
る
基
礎
知
識

・
睡
眠
環
境
の
整
備
と
関
連
す
る
用
具
の
活
用
方
法

・
快
い
睡
眠
を
阻
害
す
る
要
因
の
理
解
と
支
援
方
法

排
泄
に
関
連
し
た

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
と

自
立
に
向
け
た
介
護

・
排
泄
の
必
要
性
と
，
排
泄
に
関
連
す
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
を
理
解
す
る
。

・
利
用
者
本
人
の
力
を
活
用
し
，
気
持
ち
の
よ
い
排
泄
の
介
護
を
行
う
た
め
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
。

・
心
身
機
能
の
低
下
が
排
泄
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
排
泄
に
関
す
る
基
礎
知
識

・
排
泄
環
境
の
整
備
と
関
連
す
る
用
具
の
活
用
方
法

・
爽
快
な
排
泄
を
阻
害
す
る
要
因
の
理
解
と
支
援
方
法

入
浴
・
清
潔
保
持
に
関
連
し
た

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
と

自
立
に
向
け
た
介
護

・
入
浴
・
清
潔
保
持
が
も
た
ら
す
心
身
へ
の
効
果
と
，
入
浴
に
関
連
す
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
を
理
解
す
る
。

・
利
用
者
本
人
の
力
を
い
か
し
，
楽
し
い
入
浴
の
介
護
を
行
う
た
め
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
。

・
心
身
機
能
の
低
下
が
入
浴
・
清
潔
保
持
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
入
浴
・
清
潔
保
持
に
関
連
す
る
基
礎
知
識

・
入
浴
・
清
潔
保
持
に
関
連
す
る
用
具
の
活
用
方
法

・
楽
し
い
入
浴
を
阻
害
す
る
要
因
の
理
解
と
支
援
方
法

食
事
に
関
連
し
た

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
と

自
立
に
向
け
た
介
護

・
食
事
の
必
要
性
と
，
食
事
に
関
連
す
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
を
理
解
す
る
。

・
利
用
者
本
人
の
力
を
活
用
し
，
食
事
の
介
護
を
行
う
た
め
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
。

・
心
身
機
能
の
低
下
が
食
事
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
食
事
に
関
す
る
基
礎
知
識

・
食
事
環
境
の
整
備
と
食
事
に
関
連
す
る
用
具
の
活
用
方
法

・
楽
し
い
食
事
を
阻
害
す
る
要
因
の
理
解
と
支
援
方
法

・
食
事
と
社
会
参
加
の
留
意
点
と
支
援

移
動
・
移
乗
に
関
連
し
た

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
と

自
立
に
向
け
た
介
護

・
移
動
・
移
乗
の
必
要
性
と
，
移
動
・
移
乗
に
関
連
す
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
を
理
解
す
る
。

・
利
用
者
本
人
の
力
を
活
用
し
，
移
動
・
移
乗
の
介
護
を
行
う
た
め
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
。

・
心
身
機
能
の
低
下
が
移
動
・
移
乗
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
移
動
・
移
乗
に
関
す
る
基
礎
知
識

・
移
動
・
移
乗
に
関
す
る
福
祉
用
具
と
そ
の
活
用
方
法

・
利
用
者
・
介
助
者
に
と
っ
て
負
担
の
少
な
い
移
動
・
移
乗
の
支
援

・
移
動
・
移
乗
を
阻
害
す
る
要
因
の
理
解
と
そ
の
支
援
方
法

・
移
動
と
社
会
参
加
の
留
意
点
と
支
援

整
容
に
関
連
し
た

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
と

自
立
に
向
け
た
介
護

・
整
容
の
必
要
性
と
，
整
容
に
関
連
す
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
を
理
解
す
る
。

・
利
用
者
本
人
の
力
を
活
用
し
，
整
容
の
介
護
を
行
う
た
め
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
。

・
整
容
に
関
す
る
基
礎
知
識

・
整
容
の
支
援
技
術
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オリエンテーション 三友愛

(1) 多様なサービスの理解 三友愛

(2) 介護職の仕事内容や働く現場の理解 三友愛

(3) 人権と尊厳を支える介護 三友義信

(4) 自立に向けた介護 三友義信

(5)
介護職の役割・専門性と多職種との連
携

三友愛

(6) 介護職の職業倫理 三友愛

(7)
介護における安全の確保とリスクマネ
ジメント

三友愛

(8) 介護職の安全 三友愛

(9) 介護保険制度 橋本綾子

(10) 医療との連携とリハビリテーション 松木圭子

(11) 障害福祉制度及びその他制度 橋本綾子

(12) 介護におけるコミュニケーション 谷井晴美

(13)
介護におけるチームのコミュニケー
ション

谷井晴美

(14)
老化に伴うこころとからだの変化と日
常

村山美奈子

(15) 高齢者と健康 村山美奈子

(16) 認知症を取り巻く環境 松木圭子

(17)
医学的側面から見た認知症の基礎と健
康管理

松木圭子

(18)
認知症に伴うこころとからだの変化と
日常生活

三友義信

(19) 家族への支援 三友義信

(20) 障害の基礎的理解 橋本綾子

(21)
障害の医学的側面、生活障害、心理・
行動の特徴、かかわり支援等の基礎的

松木圭子

(22) 家族の心理、かかわり支援の理解 橋本綾子
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ア
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(23) 介護の基本的な考え方 三友愛

(24)
介護に関するこころのしくみの基礎的
理解

三友愛

(25)
介護に関するからだのしくみの基礎的
理解

三友愛

生活と家事

快適な居住環境整備と介護

整容に関連したこころとからだのしく
みと自立に向けた介護

移動・移乗に関連したこころとからだ
のしくみと自立に向けた介護

排泄に関連したこころとからだのしく
みと自立に向けた介護

食事に関連したこころとからだのしく
みと自立に向けた介護

入浴・清潔に関連したこころとからだ
のしくみと自立に向けた介護

(33)
睡眠に関連したこころとからだのしく
みと自立に向けた介護

三友義信

(34)
死にゆく人に関連したこころとからだ
のしくみと終末期介護

三友義信

介護過程の基礎的理解

総合生活支援技術演習

実習前オリエンテーション 三友愛

振り返り

(38)
就業の備えと研修修了後における継続
的な研修

彼島恵理

筆記試験

(32)

(30)

(35)

(36)

(37)

三友義信

村山美奈子

彼島恵理

ケ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
ラ
ク
テ
ィ

日
の
出

谷井晴美

寒河江美樹

谷井晴美

彼島恵理

彼島恵理

彼島恵理

村山美奈子

(26)

(27)

(28)

(29)

(31)

オリエンテーション 三友愛

(1) 多様なサービスの理解 三友愛

(2) 介護職の仕事内容や働く現場の理解 三友愛

(3) 人権と尊厳を支える介護 三友義信

(4) 自立に向けた介護 三友義信

(5)
介護職の役割・専門性と多職種との連
携

三友愛

(6) 介護職の職業倫理 三友愛

(7)
介護における安全の確保とリスクマネ
ジメント

三友愛

(8) 介護職の安全 三友愛

(9) 介護保険制度 橋本綾子

(10) 医療との連携とリハビリテーション 松木圭子

(11) 障害福祉制度及びその他制度 橋本綾子

(12) 介護におけるコミュニケーション 谷井晴美

(13)
介護におけるチームのコミュニケー
ション

谷井晴美

(14)
老化に伴うこころとからだの変化と日
常

村山美奈子

(15) 高齢者と健康 村山美奈子

(16) 認知症を取り巻く環境 松木圭子

(17)
医学的側面から見た認知症の基礎と健
康管理

松木圭子

(18)
認知症に伴うこころとからだの変化と
日常生活

三友義信

(19) 家族への支援 三友義信

(20) 障害の基礎的理解 橋本綾子

(21)
障害の医学的側面、生活障害、心理・
行動の特徴、かかわり支援等の基礎的

松木圭子

(22) 家族の心理、かかわり支援の理解 橋本綾子

細
目
番
号

細目名 講師名
会
場

ケ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
ラ
ク
テ
ィ

日
の
出



ラクティ ケアカレッジ 研修に関する公表情報 
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科目別 通信学習の内容・時間 

 

 

 

 

 

 

添
削
課
題

(3
)
(4
)
合 計

(5
)
(6
)
(7
)
(8
)
合 計

(9
)
(1
0)
(1
1)
合 計

(1
2)
(1
3)
合 計

(1
4)
(1
5)
合 計

(1
6)
(1
7)
(1
8)
(1
9)
合 計

(2
0)
(2
1)
(2
2)
合 計

(2
3)
(2
4)
(2
5)
(2
6)
(2
7)
(2
8)
(2
9)
(3
0)
(3
1)
(3
2)
(3
3)
(3
4)
合 計

5.
0
2.
5
7.
5
1.
0
0.
5
1.
0
0.
5
3.
0
2.
5
2.
5
2.
5
7.
5
1.
5
1.
5
3.
0
1.
5
1.
5
3.
0
1.
0
0.
5
1.
0
0.
5
3.
0
0.
5
0.
5
0.
5
1.
5
2.
0
2.
0
2.
0
1.
0
1.
0

1.
0

1.
0
1.
0
1.
0

12
.0

選
択
式

1
1

1
1
1
1

2
1

2
1

3
1

2
1

1
1
1

1
2
3

1

記
述
式

5
2

1
1
1
1

3
2

1
2

1
2

2
1
1
1

2
1

1
1
1
2
2

2
2
2
2
22

8
6

7
8

6

細
目
番
号

通
信
実
施
時
間

課 題 数
9

8

科
目
番
号

【
規

定
時

間
数

】

2
【

7
.
5
時

間
】

3
【

3
時

間
】

4
【

7
.
5
時

間
】

5
【

3
時

間
】

6
【

3
時

間
】

7
【

3
時

間
】

8
【

1
.
5
時

間
】

9
【

1
2
時

間
】


